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９月記者懇談会 

 

令和３年９月 2４日（金） 

 午前 11 時 203 会議室  

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

・月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・新型コロナワクチン接種の状況について（健康推進課 健康づくり支援係） 

1 回目接種済み、予約済みの方、87.2%。 

2 回接種済みの方、96. 1%。 

これから 12 歳になる方には、順次クーポン券を

送付する。 

20 代前半は、約 70％となっているが、大学生な

どが学校で接種した記録がシステムに反映されて

いない場合があるため、もう少し数字が伸びると

思う。 

10 月を目途に集団接種を終了、今後は医療機関

での個別接種の日を月２日ほど設ける予定。 

９月 22 日に国から自治体に説明会があり、3 回目接種の方針が示された。2 回目接種完了から

概ね 8 か月以上空ける。１、２回目と同一のワクチンということで、箕輪町で接種された方はフ

ァイザー社製となる。（資料に基づき説明） 

 

町長） 今の予約状況はどうなっていますか。空きがありますか。 

   → 10 月 16 日が集団接種の最終となりますが、今日時点で 47 空きがあります。 

夕方や土日の枠も空きがあります。接種を希望されている方の予約が概ね完了したの

かもしれません。 

 

町長） 年代ごとの接種状況ですが、12～15 歳の数には、現在 11 歳の小学 6 年生が含まれて

いるので、実際は 80％くらいの方が接種済み（予約済みを含む）ということですか。 

   → そのとおりです。 

 町長） 新規陽性者には、10 代の方、それ以下の方も多いので、できるだけ多くの方に接種し

ていただければと思います。 

 

記者） 10 月で集団接種を終了するということですが、10 月 16 日が最後ということですか。 

→ 10 月 16 日が 1 回目接種の最終日、11 月 6 日が 2 回目接種の最終日です。 

出席者：みのわ新聞、長野日報、信濃毎日新聞、伊那ケーブルテレビ 

事務局：毛利、山口、原 
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記者） 3 回目接種は、8 か月以上空けてということですが、町ではいつから接種を始める予

定ですか。 

→ 一番早く 2 回目接種を完了した方が、5 月中旬ですので、それから 8 か月だと年明け

1 月になります。インフルエンザのワクチンが入ってきている関係もあり、医療機関で

どれだけ対応していただけるかということがあります。先生方と相談しながらになると

思います。 

 

記者） 3 回目接種を本格的に始めていく場合は、集団接種会場を設けてということになるの

でしょうか。 

  → その予定です。 

町長） １、２回目の接種を終えていますので、住民の皆さんがいつ打ったかがわかっていま

す。そういった記録を参考に、指定型にするのか、予約型にするのか検討したいと思い

ます。会場の問題、ワクチンの供給の問題などありますが、住民の皆さんが不安になら

ないように対応しますので、今しばらくお待ちいただければと思います。 

 

 

・2021 秋季 箕輪町観光情報について（産業振興課 商工観光推進室） 

〇赤そばの里について 

・現在見ごろを迎えている。新型コロナウイルス感    

染症感染拡大防止の観点から、地元区によるイベ 

ント、出店は行っていない。 

・8 月豪雨の影響で、耕土・種子が一部流出し、花  

が咲かない部分がある。 

〇もみじ湖・もみじ景勝地について 

・新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の観点  

から、観光協会主催のもみじ湖ウォーキング、地  

元実行委員会主催のもみじ湖フェスティバルは  

開催しない。 

・「じゃらん net 全国のおすすめ紅葉スポットランキング 2021」で 2 年連続日本一に選ばれた。 

・10 月 22 日からもみじ景勝地のライトアップを行う。 

・10 月 22 日から竹ノ尾広場で、地元物販等を行う。 

〇その他 

・みのわ宿泊応援キャンペーン「みのわ宿泊割」は、10 月 1 日チェックアウトまでを対象にして 

いたが、3 月 1 日チェックアウトまでに延期する。 

・ファームテラスみのわにデジタルサイネージを設置し、観光情報を発信している。 

（資料に基づき説明） 

 

記者） 「じゃらん net 全国のおすすめ紅葉スポットランキング 2021」に選ばれたのはいつ

ですか。 

→ 先月（8 月）です。 

記者） 連絡はありましたか。 

  → 連絡はありませんでした。 
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 記者） もみじ景勝地のライトアップの日程は決定ですか。 

→ 予定です。 

 

 

・東箕輪サテライトオフィスについて（産業振興課 商工観光推進室） 

10 月 14 日に、東箕輪サテライトオフィス、通称「夢まち Labo」がオープンする。コワーキン

グスペース、シェアオフィス、カフェを併設した施設。 

10 月 1 日、2 日の２日間、内覧会を行う。２日間はドリンク無料。 

カフェでは、ドリンク、軽食、モーニングセットを用意している。（資料に基づき説明） 

 

 

・デマンド型タクシー実証実験について（企画振興課 まちづくり政策係） 

 先月カラーのチラシをしたが、今回のチラシも

広報 10 月号で全戸配布している。 

〇先月からの変更点 

・障害者手帳支持者の利用料金を 300 円にした。 

・運航日は、行政区ごとに曜日で分けた。 

 

・登録方法は、全戸配布している登録用紙に記入し    

て役場に持参または郵送で受け付け。1 週間～  

10 日で登録者カードを発送する。 

・停留所は町内に 250 か所ほどあるが、利用者の  

住所から一番近い停留所を設定。 

・実証実験の開始は 11 月 1 日。予約の開始は、10 月 25 日開始を予定している。 

・ゴミステーション、集会所、病院、スーパー、金融機関、役場など。（資料に基づき説明） 

 

 

・災害等による応急復旧工事に関する協定について（水道課） 

 災害や漏水事故等の非常時に、応急復旧工事用

の資材等を優先に提供していただくよう、町と株

式会社マルニシ様、株式会社小泉中部様で協定を

締結する。 

 10 月 1 日に締結式を行う。（資料に基づき説明） 
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町長コメント 

○今後のイベントについて 

新型コロナの状況について、県の方で今週見直し

があると思いますが、感染の防止と経済活動をでき

るだけ両立をさせていくという方向で実施してい

きたいと思っています。10 月の行事予定の中にも、

イベント情報もかなり入ってきています。これも新

型コロナの状況を見ながら実施していきたいと思

いますのでご協力をお願いします。 

フェンシングの全国大会につきましても、すべて

の選手、関係者に 事前に PCR 検査、健康チェック

をしていただき、実施したいと思っています。台風

が今後どうなるかという心配もありますが、3 つの全国大会については実施する方向で考えてお

ります。ナイトウォークやもみじ湖に関わるイベントなどもできる限り実施したいと思っていま

す。そうは言っても、心配も尽きませんので、十分留意しながらやっていきたいと思います。 

 

○高校再編計画ついて 

9 月 9 日に長野県教育委員会の方で高校改革の再編整備計画第二次案が決定されました。これ

に伴い、第８通学区（上伊那）の再編計画が、具体的に検討スケジュールが決まったということ

になりました。箕輪町としては、箕輪進修高校をどんな形にするか注目し、提案等をさせていた

だいてきましたが、結果的に多部制単位制高校として存続していくということになりました。工

業科が今回新たにできる総合技術高校に再編されていくということで、発展的に上伊那地域の人

材育成がなされると考えております。当地域にとって製造業、工業系の人材育成は必要なことで

すので、中堅技術者を育てる職業科は必要だと思っていましたが、時代の趨勢の中で、また人口

減少の中でやむを得ないと思います。これについてはこれから協議会が発足し、箕輪町からも委

員が選出されて、今後の新しい学校づくりの検討が始まりますが、近くの地域に新校ができるこ

とを望んでいきたいと思います。製造業は我が町だけでなく、上伊那北部にとっての主要産業で

すので、この地域への新校の設置を大変望んでいます。 

私からは、箕輪進修高校を単に多部制単位制とするという第一次案では困るということで、県

教育委員会に言ってきましたが、多部制単位制の中身について記載がなされました。それは大変

ありがたいと思っていまして、ライフスタイルに応じた多様な子供たちが、多様な課題に対応で

きるような学校作りをしていただきたいと思います。 

今までの工業科の歴史的なものも、次の多部制単位制の中にも入れていただきたいと思います。

単に普通科という形ではなく、職業人材を育てていくというカリキュラムをぜひ実現してほしい

と申し上げてきました。この地域の会社、企業の人材を高校教育の中に入れ込んでいっていただ

きたいと思っています。それによって時代の趨勢に合わせた職業教育ができるのではないかとい

うことでお願いをしてきました。そういった記載もしていただきましたので、箕輪進修高校の今

後のありように注目をするとともに応援をしていきたいと思います。 

多部制単位制だけになってしまうと大変小規模校になってしまい、規模のメリットが少なくな

ってしまうので、地域の中へ溶け込ませることによっていかに補っていくかが問題だと思ってい

ます。箕輪進修高校だけではなく、辰野高校も普通科だけになってしまいますし、地域校化しな

いように学校の規模が例え小さくても活力のある高校教育ができるように、地域としても応援し

ていきたいと思っています。小規模校には、小規模校の強みがあって、自立に向けた個々への対
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応ができますので、そのようなところを伸ばすようなカリキュラムを作ってほしいと思っていま

す。 

箕輪進修高校のグランドや施設がどのようになっていくか、県教育委員会の状況を見ながら、

町として提案できることがあれば、考えていかなければならないと思います。上伊那地域では、

高校の再編計画が具体化していますので、地域としても応援をしていきたいと思っています。 

 

○臨時議会について 

10 月 1 日に臨時議会を開催するということで、議会の方にお願いをしています。具体的な内容

はまだ詰まってない部分もありますが、新型コロナの第 5 波が 6 月の終わりから始まり、3 ヶ月

くらいと長く続いています。上伊那地域でも夏の終わりから陽性者が増えている状態です。都市

部で緊急事態宣言等が続いていたこともあり、多くの影響を受けています。９月定例議会の一般

質問の中でも、収入減による生活困窮など、新たな資金需要が出ているという議論がありました。

町としては、そういった収入減に陥っている皆さん、障害者の皆さんに対する応援をしていきた

いと思っています。対象は非課税世帯になると思います。１万円分の生活応援券を支給するとい

う方向で議会に提案をさせていただきたいと思っています。 

サービス系事業者の中で第 5 波の影響を大きく受けている事業者もあり、それに対する支援の

検討をしています。現在は落ち着いてきていますが、第５波の影響を受けた皆さんに対する支援

を緊急にする必要があるということで、臨時議会で提案したいと思います。 

また具体的に決まり次第、記者の皆さんの方にもお知らせをして参ります。 

 

 

 
































